
鈴
木
康
之
教
授

略
歴
・
主
要
業
績

一
九
四
六
年
一
〇
月
二
六
日
生
ま
れ
る

二
〇
〇
九
年

三
月
二
四
日
逝
去

学

歴

一
九
七
三
年
三
月

東
京
大
学

文
学
部

第
一
類
（
文
化
学
）
卒
業
（
文
学
士
）

一
九
七
七
年
三
月

東
京
大
学

大
学
院

人
文
科
学
研
究
科

宗
教
学
宗
教
史
学
専
門
課
程
（
修
士
課
程
）
修
了

（
文
学
修
士
）

職

歴

一
九
七
三
年
四
月
〜
一
九
七
九
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

研
究
部

研
究
生

一
九
七
八
年
四
月
〜
一
九
八
六
年
三
月

麗
澤
大
学

外
国
語
学
部

非
常
勤
講
師



一
九
七
九
年
四
月
〜
一
九
九
一
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

研
究
部

研
究
員

一
九
八
七
年
四
月
〜
一
九
九
〇
年
三
月

麗
澤
大
学

外
国
語
学
部

非
常
勤
講
師

一
九
八
八
年
四
月
〜
一
九
九
一
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

研
究
部

基
礎
理
論
研
究
室

室
長

一
九
九
〇
年
四
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月

麗
澤
大
学

外
国
語
学
部

専
任
講
師

一
九
九
一
年
四
月
〜
一
九
九
二
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

開
発
部

研
修

資
料
担
当

幹
事

一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
四
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

学
習
ソ
フ
ト
開
発
室

講
師
研
修
担
当

幹
事

一
九
九
四
年
四
月
〜
一
九
九
九
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

学
習
ソ
フ
ト
開
発
室

ソ
フ
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー

一
九
九
四
年
四
月
〜
一
九
九
五
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

講
師
部

講
師
室

幹
事

一
九
九
五
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

講
師
部

講
師
室

室
長

一
九
九
七
年
四
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

研
究
部

研
究
員

一
九
九
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月

麗
澤
大
学

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員

一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月

麗
澤
大
学

比
較
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員

一
九
九
九
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

教
材
開
発
室

ソ
フ
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

二
〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

人
間
学
研
究
室

室
長
・
教
授

二
〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
六
年
三
月

麗
澤
大
学

外
国
語
学
部

助
教
授

二
〇
〇
七
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月

麗
澤
大
学

外
国
語
学
部

准
教
授
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所
属
学
会

比
較
思
想
学
会
、
日
本
宗
教
学
会
（
二
〇
〇
二
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月

評
議
員
）、
神
道
宗
教
学
会
、
国
際
比

較
文
明
学
会

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
関
係
、
そ
の
他
の
主
な
活
動

一
九
九
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月

麗
澤
高
等
学
校

保
護
者
会

副
会
長

一
九
八
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
九
年
三
月

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

社
会
教
育
講
師

こ
の
他
に
、
本
部
若
手
講
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
グ
ル
ー
プ
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
廣
池
学
園
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

研
修
担
当

代
表
幹
事
、
副
代
表
幹
事
を
歴
任
。

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
教
材
の
執
筆
と
講
義
の
担
当
。

「
講
師
研
修
セ
ミ
ナ
ー
」、「
論
文
研
究
講
座
」、「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
公
開
セ
ミ
ナ
ー
」
等
で
講
師
を
務
め
た
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー
専
攻
塾
に
お
い
て
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
九
冊
目
）
の
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
。

二
〇
〇
四
年
度
に
、
麗
澤
大
学
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
委

員
・
事
務
局
事
務
局
長
を
務
め
た
。

主
要
業
績

一

論
文

杉
浦
重
剛
と
そ
の
理
学
宗
｜
『
科
学
』
の
『
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
』
化
に
関
す
る
一
考
察
」
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
創
建
五
十

鈴木康之教授 略歴・主要業績



年
記
念
学
術
論
文
集
』
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
、
一
九
七
六
年
所
収

近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
歩
み
」
日
本
宗
教
学
会
・
宗
教
と
教
育
に
関
す
る
委
員
会
編
『
宗
教
教
育
の
理
論

と
実
際
』
鈴
木
出
版
、
一
九
八
五
年
所
収

宗
教
と
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
｜
Ｊ
・
Ｍ
・
イ
ン
ガ
ー
の
類
型
論
か
ら
み
た
広
池
千
九
郎
の
『
宗
教
と
道

徳
』
論
｜
」
『
麗
澤
大
学
紀
要
』
第
四
二
巻
、
一
九
八
六
年
所
収

「
宗
教
的
心
身
観
に
つ
い
て
」『
生
と
死
の
深
み
』
廣
池
出
版
、
一
九
九
七
年
所
収

“F
a
ith a

n
d M

o
ra
lity

”
in S

earch
in
g for a C

om
m
on
 
M
orality in

 
th
e G

lobal A
ge
,
L
a
n
cer’s B

o
o
k
s,

N
ew
 
D
elh
i,
2004,

p
p
.
131

〜152.

「
信
仰
と
道
徳
」（
右
記
の
英
文
論
文
の
和
文
版
）『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
コ
モ
ン
・
モ
ラ
リ
テ
ィ
の
探
求
』
モ
ラ
ロ
ジ

ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
、
二
〇
〇
五
年

二

研
究
ノ
ー
ト

「
伝
統
の
原
理
の
普
遍
性
と
特
殊
性
に
つ
い
て
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
（
現
在
の
道
徳
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー
）
発
行
、
一
〇
二
号
、
一
九
七
七
年

「〞
自
己
の
救
済
〝
と
〞
他
者
の
救
済
〝
と
の
関
係
構
造
に
つ
い
て
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
〇
九
号
、
一
九
七
八
年

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
「
救
い
」
の
構
造
と
特
色
｜
「
救
済
さ
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
｜
」『
研
究
ノ
ー
ト
』

一
一
六
号
、
一
九
七
九
年

「「
因
果
律
の
原
理
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
考
察
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
二
五
号
、
一
九
八
〇
年

「
釈
迦
の
教
え
に
お
け
る
因
果
律
（
そ
の
１
）」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
三
一
号
、
一
九
八
二
年

「
現
代
人
の
宗
教
的
欲
求
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
｜
教
育
に
お
け
る
宗
教
的
心
情
の
涵
養
の
問
題
に
つ
い
て
｜
」『
研
究
ノ
ー

ト
』
一
四
二
号
、
一
九
八
三
年
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「
広
池
千
九
郎
の
釈
迦
論
に
つ
い
て
｜
『
論
文
』
第
十
二
章
第
六
項

釈
迦
｜
」（『
論
文
研
究
会
報
告
書
｜
聖
人
研
究

｜
』
所
収
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
四
五
号
、
一
九
八
三
年

「『
概
説
』
基
礎
編
の
理
論
的
発
展
の
た
め
の
基
礎
的
考
察
｜
社
会
学
に
お
け
る
森
岡
説
を
め
ぐ
っ
て
」『
研
究
ノ
ー
ト

｜
』
一
四
七
号
、
一
九
八
四
年

「
仏
教
に
お
け
る
究
極
的
実
在
に
つ
い
て
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
五
〇
号
、
一
九
八
四
年

「
道
徳
と
宗
教
を
基
礎
づ
け
る
究
極
的
実
在
に
つ
い
て
」『
第
一
二
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一
九
八
四
年

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
「
家
族
倫
理
」
｜
そ
の
１
｜
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
五
三
号
、
一
九
八
五
年

「
広
池
博
士
に
お
け
る
「
絶
対
服
従
」
｜
天
理
教
教
団
本
部
に
対
す
る
｜
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
五
四
号
、
一
九
八
五
年

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
「
道
徳
」
概
念
の
定
義
と
用
法
に
つ
い
て
（
１
）」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
五
六
号
、
一
九
八
六

年「
最
高
道
徳
に
お
け
る
自
力
と
他
力
｜
広
池
千
九
郎
の
救
済
論
の
構
造
｜
」『
第
一
五
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨

集
』
一
九
八
七
年

「
最
高
道
徳
の
実
行
に
お
け
る
功
利
性
の
超
越
に
つ
い
て
｜
義
務
先
行
の
原
理
の
認
識
的
側
面
と
実
践
的
側
面
｜
」『
第

一
六
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一
九
八
八
年

「
最
高
道
徳
の
実
行
に
お
け
る
功
利
性
の
超
越
に
つ
い
て
｜
義
務
先
行
の
原
理
の
認
識
的
側
面
と
実
践
的
側
面
｜
」『
研

究
ノ
ー
ト
』
一
六
四
号
、
一
九
八
九
年

「
義
務
先
行
の
原
理
の
現
代
的
展
開
」（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
ゼ
ミ
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
六
七
号
、
一

九
九
〇
年

「
義
務
先
行
の
原
理
の
現
代
的
展
開
」『
第
一
七
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一
九
九
〇
年

「
自
我
没
却
の
原
理
の
現
代
的
展
開
」（
研
究
部
ゼ
ミ
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
七
〇
号
、
一
九
九
一
年

「
自
我
没
却
の
原
理
の
現
代
的
展
開
」『
第
一
八
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一
九
九
一
年

鈴木康之教授 略歴・主要業績



「
最
高
道
徳
に
お
け
る
宗
教
と
道
徳
」『
第
二
五
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一
九
九
八
年

「
道
徳
と
信
仰
の
問
題
に
関
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
つ
い
て
」『
第
二
六
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
一

九
九
九
年

「
義
務
先
行
の
原
理
の
問
題
点
と
そ
の
打
開
の
方
向
に
つ
い
て
」『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
三
号
、
二
〇
〇
〇
年

「
義
務
先
行
の
原
理
の
問
題
点
と
そ
の
打
開
の
方
向
に
つ
い
て
」『
第
二
七
回
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
』
二
〇

〇
〇
年

「
道
徳
的
因
果
律
の
理
解
・
確
信
と
、
道
徳
実
行
の
動
機
と
目
的
｜
モ
ラ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
動
機
論
と
結
果
論
の
止
揚

の
試
み
｜
」（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
部
ゼ
ミ
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
四
号
、
二
〇
〇
一
年

「
最
高
道
徳
実
行
の
動
機
・
目
的
と
〞
三
方
善
し
〝」（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ゼ
ミ
で
発
表
）『
研
究
ノ

ー
ト
』
一
八
五
号
、
二
〇
〇
二
年

「
最
高
道
徳
実
行
の
動
機
と
目
的
に
つ
い
て
」（
研
究
セ
ン
タ
ー
原
典
研
究
会
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
六
号
、

二
〇
〇
二
年

「
日
本
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
の
過
去
・
現
在
・
未
来
（
そ
の
１
）」（
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ゼ
ミ
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』

一
八
八
号
、
二
〇
〇
三
年

「
信
仰
と
道
徳
｜
廣
池
千
九
郎
の
視
点
か
ら
、
コ
モ
ン
・
モ
ラ
リ
テ
ィ
に
提
言
す
る
｜
」（
研
究
セ
ン
タ
ー
月
例
研
究
会

で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
八
九
号
、
二
〇
〇
四
年

「
廣
池
千
九
郎
著
『
道
徳
科
学
の
論
文
』
の
諸
版
本
に
つ
い
て
」『
定
例
研
究
会
発
表
記
録
集
１
』（
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）、

研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年

「
国
家
伝
統
論
の
現
代
的
展
開
｜
モ
ラ
ロ
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
用
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
一
つ
の
試
み
｜
」『
定
例
研
究
会
発

表
記
録
集
２
』（
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年

「
宗
教
と
道
徳
｜
そ
の
サ
ブ
・
テ
ー
マ
群
に
つ
い
て
」（
研
究
セ
ン
タ
ー
定
例
研
究
会
で
発
表
）『
研
究
ノ
ー
ト
』
一
九
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一
号
、
二
〇
〇
五
年

「
国
家
伝
統
論
の
現
代
的
展
開
｜
モ
ラ
ロ
ジ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
用
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
一
つ
の
試
み
｜
」
第
三
三
回
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
発
表
会
要
旨
集
、
二
〇
〇
五
年

「
廣
池
千
九
郎
の
聖
人
研
究
｜
「
廣
池
千
九
郎
の
釈
迦
（
仏
教
）
研
究
」
を
中
心
に
｜
」『
定
例
研
究
会
発
表
記
録
集

４
』（
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年

「『
神
壇
説
明
書
』
に
つ
い
て
｜
霊
堂
正
面
の
碑
文
に
関
す
る
一
考
察
」『
定
例
研
究
会
発
表
記
録
集
４
』（
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ

Ｍ
）、
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年

三

論
説
、
そ
の
他
の
執
筆

「
道
徳
実
行
の
動
機
・
目
的
・
方
法
・
結
果
」
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
『
所
報
』（
平
成
二
〇
〇
一
年
九
月
号
）

「
神
の
人
格
性
に
つ
い
て
」『
季
刊
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
』
一
三
七
号
、
一
九
九
六
年

「
宗
教
と
道
徳
の
関
係
」『
季
刊
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
』
一
四
五
号
、
一
九
九
八
年

「
義
務
先
行
」『
季
刊
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
』
一
四
七
号
、
一
九
九
八
年

四

翻
訳

（
竹
内
啓
二
・
保
坂
俊
司
他
共
訳
）『
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー

私
に
と
っ
て
の
宗
教
』
新
評
論
、
一
九
九
一
年

永
安
幸
正
監
訳
、
Ａ
・
エ
チ
オ
ー
ニ
著
『
新
し
い
黄
金
律
』
の
第
六
章
「
人
間
性
の
意
味
す
る
も
の
」
麗
澤
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
一
年

立
木
教
夫
・
足
立
智
孝
監
訳
、
ト
ム
・
Ｌ
・
ビ
ー
チ
ャ
ム
＆
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
Ｆ
・
チ
ル
ド
レ
ス
著
『
生
命
医
学
倫
理
』

（
第
五
版
）
の
第
五
章
「
仁
恵
」
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年

鈴木康之教授 略歴・主要業績



五

口
頭
発
表

「『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
の
唯
除
文
に
つ
い
て
」
研
究
部
定
例
研
究
会
で
発
表
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
五
日

「〞
神
に
対
す
る
信
仰
心
〝
に
関
す
る
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
」
研
究
部
月
例
研
究
会
で
発
表
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
六

日「
廣
池
千
九
郎
著
『
新
科
学
モ
ラ
ロ
ヂ
ー
及
び
最
高
道
徳
の
特
質
』
第
十
一
章
〞
神
の
原
理
〝
に
つ
い
て
」
研
究
セ
ン

タ
ー
原
典
研
究
会
で
発
表
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
六
日

「
生
殖
補
助
医
療
に
よ
る
親
子
関
係
の
複
雑
化
に
つ
い
て
」
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ゼ
ミ
で
発
表
、
二
〇
〇
四
年
九
月
七
日

「（
Ｔ
・
Ｌ
・
ビ
ー
チ
ャ
ム
、
Ｊ
・
Ｆ
・
チ
ル
ド
レ
ス
著
）『
生
命
医
学
倫
理
』
に
お
け
る
仁
恵
原
理
に
つ
い
て
」
研
究

セ
ン
タ
ー
・
ゼ
ミ
で
発
表
、
二
〇
〇
五
年
九
月
二
日

（
竹
内
啓
二
作
成
）
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